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4.3
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3.9

5.1

3.8

5.9

5.2

1.5

12.0 

13.3 

12.4 

10.2 

15.1 

14.1 

14.5 

6.0 

44.7 

52.2 

48.3 

56.8 

57.5 

51.8 

42.3 

38.3 

35.2 

25.9 

31.5 

23.3 

19.8 

22.4 

34.9 

50.8 

3.8 

4.2 

3.9 

4.5 

3.8 

5.9 

3.1 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大人全体（n=1,589）

高校生以下の子どもがいる（n=406）

乳幼児の子どもがいる（n=178）

小学生の子どもがいる（n=176）

中学生の子どもがいる（n=106）

高校生の子どもがいる（n=85）

高校生以下の子どもはいないが、

地域の子どもと関わりがある（n=650）

身近に子どもはいない（n=266）

平成 30 年度札幌市子どもに関する実態・意識調査結果（速報） 

＜調査概要＞ 

１ 調査期間  平成 30 年 12 月 18 日～平成 31 年１月 11 日 

２ 調査対象  

 （回収結果） 

＜主な調査結果＞ 

１ 広報（子どもの権利の認知度等） 

(1) 子どもの権利の認知度（大人問 18、子ども問 20）（単一回答） 

 【大人】 

【子ども】 

 対象数 回収数 回収率 

大人（19歳以上） 5,000 1,589 31.8％

子ども 5,000 1,662 33.2％

 10-12 歳 1,623 674 41.5％

 13-18 歳 3,377 988 29.3％

合計 10,000 3,251 32.5％

聞いたことがあ
り、内容もある
程度知っている

聞いたことがあ
り、内容を少し
だけ知っている

聞いたことはあ
るが、内容は分
からない

聞いたことは
ない 

無回答 

○子どもの権利の認知度（「聞いたことがある」以上）は、大人 61.0％、子ども 61.4％と、

いずれも前回調査から上昇（H25 大人 54.0%、子ども 40.2％）。 

○大人は学齢期の子どもがいる保護者の認知度が高く、子どもは 10-12 歳より 13-18 歳の

方が高い。 

8.9 

5.6 

11.1 

14.6 

11.4 

16.8 

37.8 

29.7 

43.4 

36.9 

50.7 

27.4 

1.7 

2.5 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子ども全体（n=1,662）

10-12歳（n=674）

13-18歳（n=988）

『聞いたことがある』以上 61.0％

『聞いたことがある』以上 61.4％

資料２ 
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0.4 

1.0 

1.1 

1.1 

0.9 

1.2 

0.2 

0.0 

20.1 

33.5 

23.0 

37.5 

43.4 

47.1 

18.2 

9.4 

13.3 

11.6 

10.1 

15.3 

14.2 

9.4 

16.5 

7.9 

62.1 

53.0 

63.5 

44.9 

41.5 

41.2 

60.9 

77.8 

4.2 

1.0 

2.2 

1.1 

0.0 

1.2 

4.3 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大人全体（n=1,589）

高校生以下の子どもがいる（n=406）

乳幼児の子どもがいる（n=178）

小学生の子どもがいる（n=176）

中学生の子どもがいる（n=106）

高校生の子どもがいる（n=85）

高校生以下の子どもはいないが、

地域の子どもと関わりがある（n=650）

身近に子どもはいない（n=266）

7.4

18.3

20.4

5.2

12.6

4.6

44.8

11.5

51.5

47.6

7.5

2.8

3.2

5.5

7.9

8.9

0 10 20 30 40 50 60

学校の授業や先生の話

学校で配られたパンフレット

その他のパンフレットなど

イベントや講演会など

札幌市のホームページ

家族や友達から

新聞などの報道

インターネット情報

大人（n=969）

子ども（n=1,020）

(2) 子どもの権利を何で知ったか（大人問 19、子ども問 21）（複数回答） 

 【大人・子ども】 

(3) 子どもアシストセンター(札幌市子どもの権利救済機関)の認知度(大人問 15②、子ども問 16②)(単一回答)

【大人】 

【子ども】 

(％)

○子どもへは学校を通じた啓発効果が大きい。 

○保護者は子どもを通じて学校から情報を得る機会が多く、子どもと関わりが少ない大人

は新聞などの報道からが多い。（※クロス集計結果も踏まえた傾向） 

利用したこと
がある 

名前だけ聞い
たことがある 無回答 

知っているが利用
したことはない 知らない 

○子どもアシストセンターの認知度（「聞いたことがある」以上）は、大人 33.8％、子ど

も 62.1％と、いずれも前回調査から低下（H25 大人 38.8%、子ども 77.1％）。 

○大人は学齢期の子どもがいる保護者の認知度が高く、子どもは 10-12 歳より 13-18 歳の

方が高い。 

0.8 

0.6 

1.0 

38.6 

30.6 

44.1 

22.7 

22.6 

22.8 

34.5 

42.1 

29.3 

3.4 

4.2 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子ども全体（n=1,662）

10-12歳（n=674）

13-18歳（n=988）

『聞いたことがある』以上 33.8％

『聞いたことがある』以上 62.1％
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9.4
36.4

19.1
11.6
11.6

8.2
41.5

18.4
41.3

10.5
22.3

27.3

0 10 20 30 40 50

自己肯定感

家庭環境

教育・進学

地域とのつながり

社会的自立

保護者への支援

ＳＮＳやインターネット、ゲーム

ひきこもり・不登校

いじめ

犯罪・非行

子どもの貧困・生活上の困難

児童虐待

そう思う
16.9%

どちらかとい

えばそう思う
44.1%

どちらかとい

えばそう思わ

ない
15.2%

そう思わない
11.0%

わからない
11.3%

無回答
1.4%

そう思う
3.2% どちらかとい

えばそう思う
18.3%

どちらかとい

えばそう思わ

ない
32.3%

そう思わない
34.2%

わからない
10.6%

無回答
1.4%

そう思う
29.8%

どちらかとい

えばそう思う
40.4%

どちらかとい

えばそう思わ

ない
13.2%

そう思わない
9.2%

わからない
6.2%

無回答
1.3%

そう思う
26.7%

どちらかとい

えばそう思う
38.8%

どちらかとい

えばそう思わ

ない
15.9%

そう思わない
10.2%

わからない
7.1%

無回答
1.3%

２ 大人から見た子どもの印象・意識 

(1) 子どもを取り巻く課題として特に重要と思うもの（大人問４、n=1,589）（複数回答） 

【大人】 

(2) 子どもの印象（大人問５、n=1,589）（単一回答） 

 【大人】不安や悩みを抱えこみやすい    【大人】直面した課題に自分で対応する力をもっている

【大人】共働きなどで保護者と過ごす時間が足りない 【大人】家庭や学校以外に大人と関わる機会が少なすぎる

(％)

○ネットコミュニケーションやいじめ、保護者・大人との関わりの少なさへの課題意識が

うかがえる。 

○大人と子どもの関わりが希薄化しているという意識の中、子どもに対しては不安や悩み

を抱え込みやすいなどのイメージがあり、周囲の大人から子どもが見えにくくなってい

る傾向。 

『思う』が 

61.0％ 
『思わない』が 

66.5％ 

『思う』が 

70.2％ 

『思う』が 

65.5％ 
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あてはまる
29.9%

まああてはまる
39.3%

あまりあては

まらない
10.1%

あてはまらない
4.9%

わからない
14.0%

無回答
1.8%

あてはまる
24.4%

まああてはまる
48.9%

あまりあては

まらない
7.8%

あてはまらない
1.8%

わからない
15.4%

無回答
1.7%

あてはまる
4.1%

まああてはまる
10.8%

あまりあては

まらない
23.6%あてはまらない

55.4%

わからない
5.0%

無回答
1.1%

(3) 大人(保護者)の子どもへの関わり(大人問７、n=1,589)(子ども問 12、n=1,662)(単一回答) 

 【大人】不安な様子をしていたら声かけする 【大人】できるだけ子どもの考えや意見を理解し、尊重する

【子ども】困ったときはなぐさめたり、背中を押してくれる 【子ども】自分の意見や考えをあまり聞いてくれない

あてはまる
5.8%
まああてはまる

8.5%

あまりあては

まらない
14.4%

あてはまらない
68.2%

わからない
2.5%

無回答
0.6%

『あてはまる』 

が 69.2％ 

『あてはまる』 

が 73.3％ 

あてはまる
57.1%

まああてはまる
27.2%

あまりあては

まらない
8.1%

あてはまらない
2.8%

わからない
4.0%

無回答
0.8%

『あてはまる』 

が 84.3％ 

『あてはまらない』 

が 79.0％ 

○大人（保護者）の子どもへの関わり方としては、子どもの主体性を大事にし、できるだ

け子どもに考えさせながら、必要であれば声をかけ、助けるという姿勢の大人が多い。 

○子ども側も、大人（保護者）は自分の意見や考えを聞いてくれるという割合が高く、大

人と子どもで同様の傾向が見られる。 
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そう思う
59.7%

どちらかとい

えばそう思う
30.6%

どちらかとい

えばそう思わ

ない
6.2%

そう思わない
2.8%

無回答
0.7%

そう思う
80.0%

どちらかとい

えばそう思う
15.3%

どちらかといえ

ばそう思わない
2.5%

そう思わない
1.3%

無回答
0.8%

そう思う
58.2%

どちらかとい

えばそう思う
29.9%

どちらかとい

えばそう思わ

ない
7.0%

そう思わない
4.1%

無回答
0.8%

そう思う
51.3%

どちらかとい

えばそう思う
34.8%

どちらかとい

えばそう思わ

ない
10.0%

そう思わない
3.1%

無回答
0.7%

そう思う
51.1%

どちらかとい

えばそう思う
32.7%

どちらかとい

えばそう思わ

ない
10.1%

そう思わない
5.2%

無回答
0.8%

３ 子どもの自己評価（自己肯定感等）（子ども問 10、n=1,662）（単一回答） 

 【子ども】自分のことが好き        【子ども】自分を大切に思ってくれる人がいる 

 【子ども】何かをやり遂げてうれしかったことがある 【子ども】ものごとを調べたり考えたりすることは楽しいと思う

 【子ども】自分の考えや意見を聞いてもらってうれしかったことがある 【子ども】困ったときには人に相談してみるのも大事だと思う

そう思う
29.0%

どちらかとい

えばそう思う
38.4%

どちらかとい

えばそう思わ

ない
20.4%

そう思わない
11.4%

無回答
0.8%

『思う』が 

67.4％ 

『思う』が 

90.3％ 

『思う』が 

95.3％ 

『思う』が 

88.1％ 

○自分のことが好きだと思う子どもの割合は67.4％と、前回調査から上昇（H25は 65.4％）。 

○自己肯定感（「自分のことが好き」）に比べて、周囲から大切にされているという受容感

や何かをやり遂げてうれしかったなどの達成経験、相談などによる問題解消イメージの

割合はより高い。 

○自己肯定感、受容感、達成経験、問題解消イメージなど、自己評価の項目は相互に連動

している傾向が見られる。（※クロス集計結果も踏まえた傾向） 

『思う』が 

86.2％ 

『思う』が 

83.8％ 
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33.5 

33.5 

4.7 

2.8 

53.7 

46.3 

24.2 

3.0 

8.1 

8.4 

9.6 

1.7 

27.7 

8.5 

1.9 

52.3 

0 20 40 60

父親

母親

兄弟姉妹

祖父母や親せき

友達

学校の先生

インターネット上の

知り合い

そういう人はいない

大人（n=1,589） 子ども（n=1,662）

38.1 

76.2 

42.1 

21.9 

63.4 

12.6 

12.5 

15.7 

4.4 

42.4 

71.7 

24.9 

20.9 

66.7 

30.2 

7.8 

2.9 

5.3 

0 20 40 60 80

父親

母親

兄弟姉妹

祖父母や親せき

友達

学校の担任の先生

学校の保健室や

部活動の先生

インターネット上の

知り合い

相談できる人は

いない

大人（n=1,589） 子ども（n=1,662）

４ 子どもの安心 

(1) 子どもの不安・悩み（大人問 13、子ども問 13）（複数回答） 

 【大人】                         【子ども】 

(2) 子どもの相談相手              (3) 子どもを言葉や力で傷つけやすい人 

（大人問６、子ども問 14）（複数回答）      （大人問 14、子ども問 15）（複数回答）

 【大人・子ども】                【大人・子ども】 

37.0 

77.4 

56.7 

31.7 

47.5 

53.2 

41.8 

21.9 

21.1 

30.0 

20.5 

18.6 

3.1 

01020304050607080

大人（n=1,589）

5.0 

21.1 ③

5.2 

7.9 

26.1 ②

14.4 

18.5 

9.5 

10.2 

7.9 

9.9 

4.3 

41.5 

8.3 

21.7 

2.5 

6.8 

46.0 

46.2 

39.9 

14.4

17.7 

15.7 

11.4 

6.7 

24.5 

0 10 20 30 40 50

親との関係

友達との関係

いじめのこと

学校の先生との関係

勉強のこと

受験や進学のこと

就職など将来のこと

部活動や習い事のこと

家計などお金のこと

自分の心のこと

自分の体のこと

異性のこと

特にない

子ども10-12歳（n=674） 子ども13-18歳（n=988）

(％)

(％) (％)

○大人は子どもの友達関係やいじめなどへの懸念が強く、子ども自身は友達関係に加え、

中高生になると勉強・進学等の悩みを抱える傾向にある。 

○子どもの相談相手、子どもを傷つけやすい人ともに友達が比較的多く、友達の存在の大

きさがうかがえる。 

※回答数の少ない

選択肢を一部除く

※回答数の少ない

選択肢を一部除く

①

②

③

①

①

②

③
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50.0 

47.3 

32.2 

30.4 

25.6 

15.2 

15.5 

21.8 

41.8 

52.9 

43.9 

10.9 

57.9 

45.7 

33.0 

41.4 

25.2 

19.4 

19.1 

23.4 

41.5 

50.7 

23.6 

26.5 

0 10 20 30 40 50 60

どんな話でも聞いて受け止めてくれる

匿名で相談できる

24時間いつでも相談できる

電話代などが無料

メールでも相談できる

SNSでも相談できる

自宅から近い

多くの相談を受けた実績がある

解決方法を助言してくれる

一緒に考えてくれる

解決に向けて様々なところに働きかけてくれる

特に相談したいと思わない

大人（n=1,589）

子ども（n=1,662）

20.9 

22.8 

51.7 

48.0 

13.7 

15.9 

6.1 

4.5 

6.4 

7.6 

1.3 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大人（n=1,589）

子ども（n=1,662）

74.8

54.6

53.7

73.8

47.1

58.7

10.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

親との連絡

SNSなど友達とのコミュニケーション

暮らしや趣味のための情報収集

動画や音楽の視聴

勉強や学習

ゲーム

使っていない（もっていない）

(4) 相談機関に求めること（大人問 16、子ども問 17）（複数回答） 

 【大人・子ども】 

(5) スマホやパソコン等の利用のしかた（子ども問 18、n=1,662）（複数回答） 

 【子ども】 

５ 子どもの体験の機会 

(1) 子どもが自然・社会・文化体験をしやすい環境だと思うか（大人問 11、子ども問６）（単一回答） 

 【大人・子ども】 

(％)

○相談機関へは、相談の手段よりも対応姿勢に関する要請が多く、話を聞いて受け止め、

一緒に考えてくれる寄り添い型の相談対応が求められている。 

○情報収集・コミュニケーション手段としてのスマホ等の利用が増えている。 

そう思う 
どちらかとい
えばそう思う 

どちらかといえ
ばそう思わない そう思わない わからない 

無回答 

○子どもが自然・社会・文化体験をしやすい環境だと思う人の割合は、大人 72.6％、子ど

も 70.8％と、いずれも前回調査から上昇（H25 大人 54.9％、子ども 59.3％）。 

○自然・文化・スポーツ体験は比較的あるが、社会体験や地域との交流があまりなく、今

後もっと必要との傾向。（※大人問 10、子ども問５の個別質問も踏まえた傾向） 

(％)

『思う』が 72.6％ 

『思う』が 70.8％ 
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言うことがで

きる
30.0%

だいたいは

言うことがで

きる
32.7%

あまり言うこ

とができない
17.9%

言うことができない
4.9%

特に言いた

いことがない
13.3%

無回答
1.3%

６ 子どもの参加・意見表明 

(1) 自分の考えや思いを言える機会（子ども問９、n=1,662）（単一回答） 

【子ども】家庭における大事な物事やルール 【子ども】学校行事・イベントの企画や運営 

【子ども】地域で行われている行事などの取組 【子ども】札幌市政（札幌市のまちづくり等） 

言うことがで

きる
41.7%

だいたいは

言うことがで

きる
33.5%

あまり言うこ

とができない
9.6%

言うことができない
2.3%

特に言いた

いことがない
12.0%

無回答
0.8%

『できる』が 

75.2％ 

『できる』が 

62.7％ 

言うことができる
6.1%

だいたいは

言うことがで

きる
14.3%

あまり言うこ

とができない
22.4%

言うことができない
13.7%

特に言いた

いことがない
41.9%

無回答
1.6%

言うことができる
4.0% だいたいは言う

ことができる
8.8%

あまり言うこ

とができない
19.5%

言うことができない
20.9%

特に言いた

いことがない
45.3%

無回答
1.6%

『できない』が 

36.1％ 

『言いたいこ

とがない』が 

41.9％

『できない』が 

40.4％ 

『言いたいこ

とがない』が 

45.3％

○家庭や学校における意見表明の機会は比較的あるが、地域や札幌市政については、「言

うことができない」や「特に言いたいことがない」の割合が高い。 
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27.9 

19.0 

25.2 

11.6 

7.1 

4.3 

11.6 

5.1 

28.1 

24.5 

22.5 

16.6 

14.5 

13.4 

18.7 

18.2 

29.8 

34.7 

25.2 

39.8 

43.4 

44.0 

31.8 

47.2 

4.8 

6.5 

9.6 

9.9 

9.1 

10.6 

8.6 

3.3 

7.9 

13.2 

15.5 

19.5 

23.2 

25.3 

27.0 

23.9 

1.4 

2.2 

2.1 

2.6 

2.7 

2.5 

2.3 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふだんのあいさつや声かけ

通学時やふだんの見守り

子どもが参加する行事

（祭りや運動会など）

子どもが参加する活動

（ゴミ拾いや除雪など）

子どもの考えや意見を

活かした行事や活動

子ども食堂など

地域の子どもの居場所

子育てサロン

困難を抱える子どもへの

気づきや声かけ・見守り

無回答 

26.8

16.7

66.6

20.3

19.7

11.1

60.6

41.3

13.8

0 10 20 30 40 50 60 70

ふだんから簡単に行事や活動の

情報を知ることができる

親が参加したらと言ってくれる

友達と一緒に参加できる

新しい友達や知り合いができる

大人がやさしく話を聞いて、

接してくれる

自分の考えやアイデアを

聞いてもらえる

参加したら楽しいと思える

自分の経験や勉強になる

あまり参加しようと思わない

７ 地域との関わり 

(1) 地域と子どもの関わり（大人問９、n=1,589）（単一回答） 

 【大人】 

(2) 地域の行事や活動に参加しようと思う理由（子ども問８、n=1,662）（複数回答） 

 【子ども】 

適度にある 
今もあるが、 
今後もっと必要 

今はあまりない
が、今後必要 

今はあまりないが、
特に必要もない 

わからない 

(％)

○地域と子どもの関わりについては、困難を抱える子どもへの気づきや子どもの居場所、

子どもの考えを活かした取組などがあまりなく、今後必要との傾向。 

○参加しようと思う理由は、楽しいと思える、経験や勉強になるなどの回答が多く、子ど

もが楽しみ、学びながら参加できる工夫等が求められている。 
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25.5 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大人（n=1,589）

子ども（n=1,662）

無回答 
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①
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②
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16.6 

18.4 

30.0 29.5 

13.9 11.8 

21.9 

25.3 25.2 26.2 

17.1 

10.6 
13.6 

②
39.1 

①
41.1 

15.8 

21.0 

16.0 

③
32.8 

30.3 

26.4 

15.6 

10.6 

16.4 17.7 
15.2 

11.1 

22.6 

19.1 
17.2 

18.7 

13.1 

0
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30

40

50

60

命
が
守
ら
れ
、
平
和
と
安
全
の
も
と
に
暮
ら
す
こ
と

愛
情
を
持
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
る
こ
と

い
じ
め
、
虐
待
、
体
罰
な
ど
か
ら
心
や
体
が
守
ら
れ
る
こ
と

障
が
い
、
民
族
、
国
籍
、
性
別
、
家
族
の
こ
と
な
ど
、

ど
ん
な
理
由
に
せ
よ
、
差
別
を
受
け
な
い
こ
と

自
分
を
守
る
た
め
に
必
要
な
情
報
や
知
識
を
得
る
こ
と

気
軽
に
相
談
し
、
適
切
な
支
援
を
受
け
る
こ
と

か
け
が
え
の
な
い
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と

個
性
や
他
人
と
の
違
い
を
認
め
ら
れ
、

一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と

自
分
が
思
っ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
自
由
に
表
現
す
る
こ
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
こ
と

学
び
、
遊
び
、
休
息
す
る
こ
と

健
康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と

自
分
に
関
係
す
る
こ
と
を
、
年
齢
や
成
長
に
応
じ
て
、

適
切
な
助
言
等
の
支
援
を
受
け
、
自
分
で
決
め
る
こ
と

夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
失
敗
し
て
も

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と

様
々
な
芸
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
親
し
む
こ
と

札
幌
の
文
化
や
雪
国
の
暮
ら
し
を
学
び
、
自
然
と
触
れ
合
う
こ
と

地
球
環
境
の
問
題
に
つ
い
て
学
び
、

豊
か
な
環
境
を
保
つ
た
め
に
行
動
す
る
こ
と

家
庭
、
学
校
、
施
設
、
地
域
や
札
幌
市
の
取
組
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
で
、

自
分
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

表
明
し
た
意
見
に
つ
い
て
、
年
齢
や
成
長
に
応
じ
た

ふ
さ
わ
し
い
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と

適
切
な
情
報
提
供
を
受
け
る
な
ど
、

参
加
に
必
要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と

仲
間
を
つ
く
り
、
集
ま
る
こ
と

大人（n=1,589）

子ども（n=988）

８ 権利の保障の状況 

(1) 子どもの権利が大切にされていると思うか（大人問 22、子ども問 23・24）（単一回答） 

 【大人・子ども】 

(2) 大切にされていないと思う権利（大人問 21、子ども(13-18 歳)問 23）（複数回答） 

 【大人・子ども】 

(％)

○子どもの権利が大切にされていると思う人の割合は、大人 49.2％、子ども 63.8％と、前

回調査から大人は横ばい、子どもは上昇（H25 は大人 49.1％、子ども 57.0％）。 

○大切にされていないと思う権利については、大人・子どもともに、いじめ・虐待や差別

など人権侵害への懸念が大きく、お互いの違いを認め尊重し合う姿勢が足りないとの意

識もうかがえる。 

大切にされてい
る場合が多い 

どちらかという
と大切にされて
いる場合が多い 

どちらかというと
大切にされていな
い場合が多い 

大切にされてい
ない場合が多い 

わからない 

『大切にされている』 

が 49.2％ 

『大切にされている』 

が 63.8％ 

安心して生きる権利 自分らしく生きる権利 豊かに育つ権利 参加する権利 


